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＜連絡事項＞
・リクライニング車椅子1台修理完了しています。
・4月からの皮膚科処置の処方・処置板を各Drで作成しています。
・田中Dr診察後は田中Dr診察リストの記載を忘れないようにしてください。

・4/8(水)14：00～定期心電図予定です。
＜患者様連絡事項＞
・本日、瀧又富造様の全身ベルト2本とミトン、和田正義様の病棟用の全身ベルトと本人
用の腰ベルト、甲地茂子様の腰ベルト、三輪一浩様のミトン、木村よしゑ様の腰ベルト
を発注しています。
・苫米地　正義様～妻様持病あり市内のコロナウイルスの影響で、受診を遠慮したいと希望あり。市民病院からのトレシーバ処方は、当面の間、当院処方に切り替えています。
・三上　ミヨ様～娘様へ連絡し、市内のコロナウイルスの影響にて、市民病院からの処方
を当院での処方へ切り替えすることに、同意されています。
・大澤　廣子様～市内のコロナウイルスの影響にて、主治医と相談し当面の間、当院で経過を観ていく事とし次女様へ連絡し、同意しています。
・中村　淑子様～3/30(月)南山苑入所予定です。診療情報提供書依頼し、作成済み。
・木村　よしゑ様～弟嫁様に連絡し、安全ベルトの購入について説明し、当院発注で了承得ています。また、リハビリ希望した為、書類のサインを依頼。支払いも含めて3/31(火)午前中に来院するとの事です。

・苫米地　正義様～便秘時の継続指示薬使用時に下痢が続いている事を主治医へ報告し、センナリド2T→1Tに変更となっています。
・和田　正義様～食事量の低下あり、体重が3/19(木)66.1㎏→3/27(金)64.6㎏減少している事から、栄養士と相談し食事内容を検討するよう主治医より指示あり。明日、食事内容を検討していきます。
・大渡　勝男様～食事内容を常食→米飯・粗キザミ、パン禁に変更しています。

・菅野　勝利様～4/14(火)まで皮膚科指示貰っています。
・阿部　和美様～左右の第一趾のゲンタマイシン止め、足爪のケルガー液のみ4/14(火)まで皮膚科指示貰っています。
・澁谷　幸子様～南寿の里より連絡あり、空きが確定し次第、入居になるとの事。おおよそ4月以降になるとの事。
・類家　健様～4/6(月)7(火)でGH「マリーゴールド」で退院調整していくとの事。その前に3/31(火)14：00ケアマネが状態聞き取りの為、来院予定となっています。
・下村　慶子様～主治医へ左側腹部痛、尿道口痛あるが、午前中は多量に排尿あった事、午後も排尿あったこと報告し、経過観察の指示あります。
＜馬渡Dr診察＞
・小笠原　聖八様～不機嫌さあることから、バルプロ酸ナトリウム（200）2T　1日2回朝夕食後　7日分追加処方となっています。
＜要注目患者様＞
・松橋　トキ様～バイタルサイン異常なし。酸素1L流入中、酸素飽和濃度96％で経過しています。自力体動見られ、活気あり「お腹空いた、甘い物食べたい」と訴え聞かれています。全身の浮腫著明。
・久喜　つき様～バイタルサイン異常なく、状態変わりありませんが、経管栄養中に枕元に排痰あり。経過観察していきます。
・服部　智子様～午前中より帰宅要求聞かれ、都度対応し落ち着いています。
・玉田　たけ子様～ベッド上での立ち上がり見られ、スタッフが声掛けすると服を探しているとの事。話しを傾聴していると、夫様に会いたいと涙を流す事あり。
・竹内　恒子様～表情の硬さ目立ち体調不良を訴え、不機嫌さ見られています。午前中のプログラム中も居眠り見られています。精神症状の観察してください。
・阿部　和美様～徘徊頻回に見られていますが、盗食行為なし。介入にも易怒性なし。
・中市　正治様～腹満・圧痛はありませんが、腹部軽度緊満見られています。腹部マッサージ施行後はやや改善しています。
・南館　正弘様～トロミつきのメイバランスはむせ込みなく飲用していますが、食摂量1/3程度で介助にも拒否見られています。食摂量低下傾向。頸部後屈している場合はリクライニング車椅子で対応し、食事の際の座位姿勢に注意していきましょう。
・木村よしゑ様～ハーフ食に変更後、エプリッチは全量摂取できています。
・瀧又　富造様～準夜～深夜にかけて体動活発に見られ、ベッド上でも車椅子上でも転落のリスク高い状態の為、マットレスで対応しています。
・本木　貞子様～夕方中等量嘔吐あり、その後多量に排便あり。バイタルサイン異常なく、状態も変化も見られません。主治医へ報告し、経過観察の指示あり。
＜藤田PTより＞
車椅子拘束している患者様に対してリハビリを通して安全ベルトを外す取り組みをして欲しいと深澤Drよりお話しあり。そこで現在、安全ベルトを使用している患者様の評価行っています。中には安全確保の為、安全ベルトを外す事が難しい患者様もいますが、現段階では甲地茂子様、小笠原芳郎様、大久保須美子様、南舘正弘様に関して日中のプログラム内で開放時間を設け評価しながら時間を拡大するような関わりをしていきます。その際に夜間帯の様子について記録をお願いします。また、作業療法(老)の記録残していく事としますが、週1回カンファレンスでも情報共有していきＰＴスタッフだけでなく病棟スタッフと情報共有し、転倒転落に注意して行動観察し安全ベルトを外す努力をしていきましょう。
